
隠岐諸島の植生と植物相
海岸植生

Vegetation and flora of the oki Islands

Coastal vegetation

Abstract

Almost plant species in inland actual vegetation of okilslands usua11y belong to warm-

temperate species, and are often found in the came11ietea japonicae in main islands of Japan.

However, many co01-temperate species belon即ng Fagetea crenatae are also growing in the

Same vegetation. This is a distinctive feature of okilslands.

In this research, coastal vegetation in oki lslands was studied plant soci010gica11y.

Vegetation in coastal area also belonged to warm temperate came11ietea japonicae. HOW・

ever, there were very rare vegetation as /'勿πiつeナ1ιS CO?2jヒ1ta cot1血Unity. A rare species,

Vih記アπ記"1 Cαア1esii, was also found in some communities.
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1.はじめに

隠岐諸島は日本海の南西部にあって,島根

半島の沖合い40-80kmの位置にある島々であ

る.本諸島は島後,西ノ島,中ノ島,知夫里

島の主要四島と付属の多数の小島からなって

いる.

隠岐諸島の植物相については今までに多く

の調査がなされて,そのほとんどが解明され

ている.その基本的なものは本土側,山陰地
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方の植物相と同じであるが,山陰地方には分

布が認められない暖地系の植物,寒地北方系

の多くの種の分布や,また大陸に続く分布の

植物などが確認されていて,その特異性が注

目されてきた.しかし,植生としての研究例

は少なく,岡国夫(1968),中西弘樹

(1981),宮脇昭他(1983)などがある.筆

者は前号において本諸島の自然的な森林植生

の現況について記載した.その中で隠岐諸島

の基本的な植生型は全域がヤブツバキクラス

Came11ieteajaponicaeのものであって,そし

て,その中にブナクラスFageteacrenataeの

植生が若干変質した状態で遺存的に残存して

いることを記述した.
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筆者は今回,隠岐諸島の海岸植生について

植物社会学上での調査を行い,その植生型や

配分について考察した.

Π

隠岐諸島の海岸のほとんどは断崖地で,島

後,西ノ島,知夫里島の北一西海岸は冬季の

強い季節風の影響が考えられ,断崖地も高く,

100-20omの断崖地が続く場所も存在する.

海岸域の地質はそのほとんどが第三紀およ

び第四紀のアルカリ流紋岩質とされる.

隠岐諸島は気候的には準日本海気候区(鈴

木,19)に属し,年平均気温13.9゜C (西姐の,

14.7C(別府),年降水量は1600-1700皿程度

である.

本諸島も古くからの人為干渉により,その

植生は代償植生が広い範囲を占めている.そ

の中で海岸域は比較的自然状態の植生が保た

れているように思われる.

植生調査はこれらのより自然状態に近いと

考えられる植生内で実施した. Braun・

Blanquet(1964)の植物社会学的手法にもと

づいて実施したものである.調査資料は1986

年から1994年までのものにもとづいている.

調査地の概要と調査方法等

枚村 貝4

1 ハイネズ群落(ハマゴウーハイネズ群集)

オニヤブソテツーハマビワ群集

マサキートベラ群集

チョウジガマズミーミツバイワガサ群落

,ソレニレ群落群

1.ハイネズ群落

Juniperus conferta community

(ハマゴウーハイネズ群集

Vitici rotundifoliae-Juniperetum con・

fertae)

ハイネズJU11iperus conferta力§優占する群

落で,ここではヒメハギ,シバ,ヤマラッキョ

ウ,ヒメヒゴタイ,スミレによって区分され

た.島後の西海岸にだけ群落の成立が認めら

れたもので,海岸風衝地の断崖地上部や岩棚

の岩質基盤の地に群落が成立しているもので

ある.

ハイネズ群落については既に中国地方から

東北地方にかけての海岸砂丘上に成立するも

のについてハマゴウーハイネズ群集Vitici

rotw)difoliae-Juniperetum confertae として

記載されたものがある.また,日本植生誌中

国(1983)には隠岐諸島での調査資料にもと

づくものについて,ハマゴウーハイネズ群集,

ススキ亜群集として記述されている.ハマゴ

ウーハイネズ群集は砂丘上に成立し,構成種

も海岸砂丘の植物であって,隠岐諸島のハイ

ネズ群落とはハイネズ以外の構成種はかなり

異質なものである.ここでは区分種や,それ

以外に出現するススキ,アオウシノケグサ,

センニンソウ,ダルマギク,チョウセンカリ

ヤスなどの風衝草原,風衝海崖地上の植物が

多く伴われているものである.

山陰地域研究(白然環境)第Ⅱ号

隠岐諸島の海岸植生として調査した範囲は

次のような優占群落であった.

ハイネズ優占群落

ハマビワ優占林

トベラ優占林

ミツバイワガサ優占群落

,ソレニレ優占林(エノキーノソレニレ林)

これらの優占群落について植物社会学的に

検討した結果,次のような5群落型が認めら

れた.(第1表参照)

Ⅲ.調査結果
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第1表

群落型

隠岐諸島の植生と植物相海岸植生

Community type

隠岐諸島の海岸植生総合常在度表

: JunjpeNs conferta community

: cyrtomjo-Litseet1泣ljaponicae

: Euonymo-pittosporetunl tobira

VibW11Uin carlesii-spiraea obutsusa commuTlity

IJ1丘Ius davidiana commU11ity group

a : Euonymus sieboldiana-ubnus davidi磁la community

b : urtica thunbergiana-ubnus davidiaTla community

C : Koelreuteria paniculata-1Jlnlus davidia11a community

Number of records

Character and di丘erential species of J山1ゆeNS C011ferta community

.

J山ゆeNs conferta

Polygala japonica

Zoysia japonica

A11ium thunb〔,Tgii

Saussurea pulcheⅡa

Viola mandshurica

Ⅳ一_'

V -_.

Π+

11+-2

V゛_.

Ⅳ゛_.

Ⅱ゛_.

Ⅳ._'

Π1

Ⅳ゛_.

Character species of cyrtomio-Litseetum japonjcae

1 1^Litse丑 japonica h鬮labiwa

Di丘erential species of viburnum caTlesii-spiraea obtusa community group
Viburnum carlesii tyojig田nazwni . . .

Spiraea obtusa mitsubaiwagasa . ..

Di丘erential species of ulolus davidi飢a community

Ubnusdavidiana haNnire . .

Π+ 1+

Cephalotaxus harringtoTlia var. na11a haiinugaya 1.

+

D近eTential sNcies of urtica thwlber宮iana-ubnus davidiaTla community

hainezu

himehagi

S11iba

ya政larakkyo

himehigotai

Sun11re

ーー{二〒1■
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23

Urtica thunbergiana irakusa

Corydalis heterocaTpa var.japonica kikeman

Valeriana 丑accidissima tsurukanokoso

Polygonatum macranthum 01111aNkoyuri

MONs australis y田naguwa

MercuTlalis leiocarpa ya111aal

Ant11riscus sylvestris Syaku

Philadelphus coronarius baikautsugi

Koelreuteria panisulata

Character species of pittosporion tobira

Pittosporum tobira tobera

Cyrtomi山n falcatum 011iyabusotetsu

Euon如)us japonicus 11)asaki

Elaeagnus mecrophyⅡa OhbagU111i

.

12

+

21

.

.

24

.

.

.

Di丘erential species o{ Koelreuteda patliculata-U11nus davidi飢a community
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Character and di丘erential species of C如leⅡietea Japonlcae

Hedera rhombea huy皿Uta .

Liriope platyphyⅡa

Canle1Ⅱa japonica yabutsubaki

.
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LigustTum japonicum nezumilnoti

Ficus erecta inubiw'a

Neoljtsea sericea Shirodalno

yabukoji1、、rdisia japonica

yabU11ikkeiCi11na立10mU五ljaponicU1τ1

j血ohigeOP11iopogon japonicus

Machilus th山lber宮ii tabunoki

Aucuba japonica aoki

Cymbidi如l goer血gji SyU11ran

Mydca Nbra y且丘lamomo

Castanopsis cuspidata var. sieboldii

Other species

(%1tis sinensisvar. japonica enoki

Paederia scandens var. mairei hekusokazura

Okhloaburagiku1)endraTlthema okiense

LigustrU訂1 0butusifolium ibotanoki

Fadugium japonicum tsuwabuki

BrachypodiU宜Isylvaticum var.miseNm

(わCCulus orbiculatus aotsuzurafuji

MisC血thus sinensis Susuki

Aster leiophy11US Shiroyomena

Festuca ovina var. COTeana aouS11inokegusa

Zelkova serrata keyaki

Clematis pa11iculata Senn111SO

Rosa wichuraiana terihanoibara

Carex stenostachys

1)eut乞ia crenata UtsU宮i

Lilium leichtli11ii var.maximowiczii kooniyuri

Mauotus japonicus ak田negashiwa

Achyratlthes japonica inok02Uti

A]biZ2ia julibrissin nelnunoki

Smir鯉 CMna SaNtoriibara

RhuS 卸lbigua tsutauNshi

Galium spudumvar. ecMnospermon yaemugura

Boe1血erja h010sericea 01)iyabumao

Cirsi11宜ljaponicunl var. okiense Okinoazanli

Rabdosia i11f1鯉a y血lahakka

enkokaedeA.cer tnono

Asparagus rigidulus Ohbasuglkazura

Djoscorea quinqueloba kaededokoro

Zanthoxylum Pゆedtum Sanso

Dryopteris lacera kumawarabi

Lonicera japonica njndo

Solanum lyratum Myodorijogo

AmpelopsisbreviNdunculata nobudo

Spodiopogon sibiricus Ohaburasusuki

Aster scabar SMray如)agiku

Sedun) oryzifolium taitogome

Lonicera nlorro^ji hyotanboku

Elaeagnus umbeⅡata akigumi

Solidago vigaurea var. asiatica akinokiritlso

LysimaC11ia mauritiana hamabossu

Aster spathulifolius d紅Umegiku
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2.オニヤブソテツーハマビワ群集

Cyrtomio-Litseetum japonicae

ここではハマビワLitsea japonicaだけで

区分されたハマビワ優占林である.島前地区

(西ノ島,中ノ島,知夫里島)にのみ群落の

成立が確認されたもので,島後ではハマビワ

の分布が確認されず,調査資料も得られな

かった.島前地区と島後の間(島後水道)の

大森島がハマビワ林の北限地となるようであ

る.

隠岐諸島の植生と植物相海岸植生

3.マサキートベラ群集

Euonymo-P辻tosporetum tobira

トベラ群団の中での特別な区分種などが認

められない群落として区分された.トベラ優

占林であって,島後の海岸全域と島前地区の

一部の海岸に群落の成立が確認された.

3群落が認識された.

5 -a,マユミーハルニレ群落

Enonymus sieboliana-ulmus

davidiana comm如ity

特別な区分種が認められない群落

5 -b,イラクサーハルニレ群落

Urtica thunbergiana-ulmus

davidiana community

イラクサ,キケマン,ツルカノコソ

ウ,オオナノレコユリ,ヤマグワ,ヤ

マアイ,シャク,バイカウツギで区

分された群落

5 -C,モクゲンジーハルニレ群落

Koelreuteria poniculata-ulmus

davidiana community

モクゲンジで区分された群落

この群落型が確認されるのはほとんどが島

後の海岸であり,西ノ島の一部に僅かな範囲

のものが認められた.マユミーノソレニレ群落

とイラクサー,ソレニレ群落はかなり広く成立

して,マユミーハルニレ群落は上ヒ較的小規模

な崖錐地または岩礫がより大きい崖錐地で,

イラクサーハルニレ群落の成立立地より,よ

り乾燥した立地となっている.イラクサーハ

ルニレ群落の成立立地はかなり土壌の発達が

進んだ状態となっている.モクゲンジーノソレ

ニレ群落は崖錐地上部からさらに上部の崖地

にかけてのより乾燥する立地に成立している.

ただしモクゲンジーハルニレ群落の成立範囲

は島後,都万村油井南方から五箇村長尾田に

かけての狭い範囲のものである.この群落型

の一部にスイセンの群生することが多いが,

調査は夏季に行われたものであり調査資料に

はスイセンの記載は存在しないものである.

4.チョウジガマズミーミツバイワガサ群落

Vibumum carlesii-spiraea obutsusa

Cot址nunlty

トベラ群団の中でチョウジガマズミ

Viburnum carleS誠とミツバイワガサSpiraea

Obtsusaの 2種の特殊な植物によって区分さ

れた群落である.特にミツバイワガサの出現

で特徴づけられる群落であり,海岸風衝地の

母岩が露出した,やや乾燥する立地に成立す

る傾向がある.島後と西ノ島の海岸崖地に群

落の成立が確認されるものである.

〔21〕

5.,ソレニレ群落(群)

Ulmus davidiana c01111nunity (group)

この群落型は海岸崖地下部の崖錐地に成立

するもので,ここではノソレニレ,マユミ,ハ

イイヌガヤで区分されたが,エノキーノソレニ

レ林として概観される.この群落型には次の

1995年3月 21



〔22〕

隠岐諸島はその位置や気候的な条件から全

域が暖温帯植生域であって,海岸植生として

トベラ群団の範囲が考えられ,オニヤブソテ

ツーハマビワ群集,マサキートベラ群集が成

立するものである.今回の調査において,オ

ニヤブソテツーハマビワ群集は島後に成立が

考えられなかったので,この群集はその分布

範囲の北限が島後水道にあることが明らかに

なった.これは島根半島でもその東端でオニ

ヤブソテツーハマビワ群集が分布限界となっ

ていることから,この群集の分布範囲は島根

半島東端から隠岐諸島の島後水道を結ぶ線に

限界があることとなる.もちろん,これはハ

マビワという種の分布限界でもあることにな

る.また,この分布限界線は年平均気温14.5゜C

の線にほぽ一致するものとなっている.多く

の暖地系の植物の北限となっている本州南岸

線または年平均均気温15゜C線にも近似し,ほ

ぽこの14.5-15゜C線が暖温帯の植生域をさら

に二分する条件のーつになるように考えられ

る.オニャブソテツーハマビワ群集はこの線

より南に成立する群集であって,特に山陰海

岸ではこの線より北に成立する群集がマサキ

トベラ群集とされることとなる.島根半島

から西の山陰地方(日本海但のの海岸に成立

するこれらの群集についてはハマビワが含ま

れない成立地もあって,それらについてはマ

サキートベラ群集として報告したものもある

が,これらも全て含めて島根半島東端一島後

水道線より西のものはオニヤブソテツーハマ

ビワ群集として扱うことがよいように考えら

れる.

隠岐諸島のハイネズ群落は砂丘上に成立す

るものではなく,海岸崖地上部や海岸岩棚な

Ⅳ.考

畝村喜則

どの母岩が露出した立地に成立するもので,

その植物組成もハマゴウーハイネズ群集の典

型的なものとはかなり異なるものでありが,

前述のようにそのススキ亜群集として報告が

されているので,ここではそれに従うものと

する.

チョウジガマズミーミツバイワガサ群落は

トベラ群団の中でチョウジガマズミとミツバ

イワガサで区分された群落であるが,大陸系

のチョウジガマズミと日本海南部海岸にのみ

分布するミッバイワガサとの奇異な組合せを

もつものである.これらは海岸のトベラ群団

域での露岩の多い不安定立地に遺存的に生育,

生存してきた植物とそのような立地の中で新

たに分化してきた植物であろうと考えられる.

特にミツバイワガサは本諸島内の風衝露岩地

での先駆的な種として分化してきたものと考

えられ,西ノ島や知夫里島では過去において

森林が伐開されて生じた牧野での露岩上には

このミツバイワガサが侵入してアキグミ,イ

ボタノキ,ウツギ,アキニレなどと特有な群

落を形成しているものである.また,西ノ島

ではこのミツバイワガサと氷期からの遺存種

と考えられるオオエゾデンダとの組合せをも

つ先駆的な群落も形成されている.本群落は

その基本的な成立立地は,やはり海岸風衝地

のトベラ群団域にあって,隠岐諸島の位置と

地史にもとづく本諸島海岸風衝地の露岩の多

い立地での特有な,そして固有な種組成の群

落と考えられるものである.

ハルニレ群落群は相観的には夏緑広葉樹林

であり,その優占種からエノキーハルニレ林

として見られる.本群落は海岸断崖地下部の

崖錐地で,上部断崖地からの岩礫,岩塊の崩

落が絶えず考えられる不安定な立地である.

組成的にはトベラ,オニャブソテツ,マサキ,

山陰地域研究(自然環境)第Ⅱ号
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オオバグミなどのトベラ群団の植物が出現す

ることから,ここに調査の対象範囲のものと

したものである.

ハルニレの優占する林分としては中部地方

以北の河川流域,溪畔にはハルニレ群集のほ

かシオジー,ソレニレオーダーに属するものと

して若干の群落が規定,記載されているが,

本諸島内でのハルニレ群落群は海岸に立地を

もつもので,それらと同位のものではないこ

とは明らかである.

本群落群はいわば先駆的な植生であると考

えられる.事実,ここでの調査対象とはしな

かったが,同一な立地条件下にあって,かな

り林令を経た林分もあり,そこでは林内にシ

ロダモ,タブノキ,アオキが多く侵入して,

トベラ群団を示す植物が欠落し,明らかにタ

ブノキ林への遷移途中相として確認できる植

生型もある.

これらの群落群は本諸島ではしばしぱ不安

定な立地としての海岸風衝地にハルニレ, 、、

ズナラ,カシワ,カシワモドキ,エンコウカ

エデ,エゾイタヤなどの北方,冷温帯域の植

物が逃避,遺存的に生育していて,これらに

より先駆的な植生として形成されているもの

のように考えられる.岩塊などの崩落が止ま

り基盤が安定化すれぱタブノキ林へと移行し,

さらにスダジイ林へと遷移して,もっとも汀

線沿いにのみトベラ群団が成立していくもの

と思われる.

隠岐諸島の植生と植物相海岸植生

マサキートベラ群集

チョウジガマズミーミツバイワガサ群落

,ソレニレ群落群

2)ハイネズ群落は氷期の遺存的なものと考

えられたが,東北地方などでの海岸砂丘上

のハマゴウーハイネズ群集とは組成のかな

り異なる群落であった.

オニヤブソテツーハマビワ群集とマサキ

トベラ群集については,現時点で島前,

島後間の島後水道に分布の境界があること

がわかった.

チョウジガマズミーミツバイワガサ群落

は隠岐諸島での海岸風衝露岩地での固有な

群落型であるように考えられた.

ハルニレ群落群は海岸断崖地下部の崖錐

地上での過去の氷期の植物群の内の遺存し

た植物を含む先駆的植生の一型と考えられ

た.

〔2幻

,1)隠岐諸島における海岸植生(草本植物群

落を除く)について,植物社会学での,次

の5群落型が区分された.

ハイネズ群落

オニヤブソテツーハマビワ群集

1)岡国夫:、隠岐の植物(ーソ北陸の植

物 V01.16,NO.2 (1968)

2)宮脇昭他:、日本植生誌中国゜北隆

館(1983)

3)宮脇昭他:、日本植生誌中部"北隆

館(1985)

4)宮脇昭他:、日本植生誌東オピ北隆

館(1987)

5)枚村喜則:、島根半島の植生と植物相1

残存自然林゜山陰地域研究(自然環境)第

3 号(1987)

田佐竹義輔他:、日本の野生植物木本1

Π゜平凡社 a989)

フ)枚村喜則:、隠岐諸島の植生と植物相森

林植生゜山陰地域研究(自然環境)第10号

(1994)

V.まとめ
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